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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は大型化・低コスト化に優位な投影容量方式タッチパネルを実現するために、透明電極の

単層化とローサイド電流検出回路による新たなタッチパネルを提案し、その有用性を実験によって

明確に証明したもので電子デバイス工学および電子回路工学に寄与するところが大きい。よって、

博士（工学）の論文に値するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 


